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『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第14号 (2010)

【特集 OUSカ リキュラムの開発 (8)】

大学の日本語教育における 1丁の活用と日本語支援 1丁 プラットフオーム開発

難波 康治
*・

角南 北斗
**

要 旨

OUSカ リキュラムでは、そのカリキュラムの一部として、計画段階からITの 積極的な利用を

検討してきた。本稿では、その背景としての大学の日本語教育におけるIT利 用の現状とその問

題点を分析し、その解決策を検討する。さらに、その教育理念をもとに現在開発に着手している

「日本語教育支援 ITプラットフォーム」について紹介する。

【キーワー ド】日本語教育、IT、 インターネット、e‐ Learning、 プラットフォーム

1 は じめに

今回、OUSカ リキュラムを企画するにあたつて、

最初に考えられたのが、「IT技術の有効な禾J用」とい

うことである。これには、「留学生数の増力日に対応す

る」という量的な側面もあるが、現在の日本語教育の

あり方自体を検討し直す、というOUSカ リキュラム

の基本方針において、IT技術の利用が、 日本語教育

を量的のみならず、質的にも改善する可能性を秘めて

いるという点で研究メンバーの認識が一致したためで

ある。

本稿では、まず、大学の日本語教育におけるIT活

用に関する現状と問題点を指摘し、そのひとつの解決

策を提案する。次にOUSカ リキュラムを支えるべく、

現在開発を行つている「日本語教育プラットフォーム」

の概要について紹介する。

2 現状 とその問題点

2-1 デジタル世代の学習者と「石器時代」の教員

筆者は、6年前より、CALL教室を利用して、Web

を介した日本語教育実践を試みてきた。そこで、最近

の大学生、特に留学生の ITリ テラシーとその生活ス

タイルに大きな変化が起きてきていることを実感して

いる。学生に対して授業前に行つたアンケー ト1を通

してもそのことが裏付けられている。

6年前と現在を比べてみると、自分用の PCの所有

率は 80%か ら 100%になり、自宅にインターネット

回線を持つている留学生は、アンケー トの範囲でも

20%台から100%へ と上昇している。また、6年前に

は、学生の所有するデジタルデバイスといえば、電子

辞書と携帯ぐらいであったが、現在はそれに加えて多

くの種類のデバイスが存在している。

また、インターネットにつながつた活動の内容も、

メールとウェブ閲覧のみであつたのが、音楽のダウン

ロー ド、動画の閲覧およびアップロー ド、m破i、 My

Space、 Facebookな どに代表されるSNSへの参加、

インターネットゲーム、ネットショッピング、ネット

投資にいたるまで広範囲にわたるようになつている。

しかし、一番大きな違いは、インターネット使用開

始の年代である。6年前には、「インターネットを使

い始めたのはいつからですか」という間に対して「高
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校から」あるいは「大学に入つてから」という回答が

ほとんどであったのに対し、現在では「月ヽ学校から」

と答える学生が 6割を超えている。つまり、物心つ

いたときからPCを利用し、インターネットにつながっ

た生活を送つているのである。

そこから得られた、現代のごく普通の留学生の「デ

ジタル生活」を考えてみると、以下のようになる (文

系の場合 )。

朝起きて、友人からのメールをiPhoneで確かめる。

SNSの アプ リを起動 し、 訪問者 にあい さつ。

Facebookの コメン トをチェックしてから起き上がる。

ニュースはウェブでチェックし、自宅から大学に向か

う。電車の中ではMP3プレーヤで音楽を聴くか、携

帯ゲームをするか、SNSへの書き込みを行 うので退

屈しない。大学に着くと、同級生とプレゼンについて

検討、自宅で作成したパワーポイントを修正する。内

容の分からないところは Wikipediaを参照し、日本

語の分からないところは電子辞書で調べて直した。

CINiiで参考文献を確認 したのち、PDFフ ァイルを

ダウンロー ドする。みつからない場合は Googleブ ッ

クスで検索してみる。どうしてもみつからない場合は

しかたがないのでOPACで所蔵本の所在を確認 し、

図書館で借 りる。そして、授業中には、教室の他の学

生や教室外の仲間にあて Twitterでつぶやく。

休 日は心斎橋でショッピングをすることにしたので、

ネットで情報収集、Googleマ ップで位置を確認 し、

友達に送信する。電車に乗るときや、簡単な支払いは

携帯を使 う。こういう時はガラケーも役に立つ。心斎

橋でいい商品を見つけたが、すぐには買わず、ネット

ショップで検索して注文した。その方がクレジットが

使えるし、ポイン トも溜まり便利だ。 うちに帰つて

YouTubeを 見てくつろぐ。友達から言舌題の動画につ

いて聞いたからだ。テレビはつまらないし、日本語も

難しいのでほとんど見ない、というかうちにはテレビ

がない。寝る前に Facebookを チェックしてブログ

に日記を書いておこう。そうだ、今 日iPhoneで撮っ

た写真も載せておこう。・・

学生の生活が、デジタルデバイスに囲まれ、勉学上、

生活上の多くの活動 (コ ミュニケーションおよび実質

活動)が、単にIT化 されているだけでなく、従来で

あればPCで行われていたことが、携帯性の高いデジ

タルデバイスを介して行われていることを端的に表し

てみた。 しかしながら、後述するようにだからといつ

て学生が必ずしもITを 自らの日本語学習に生かして

いるというわけではない。

一方で、日本語を担当する教員の側を考えてみると、

その生活スタイルおよびコミュニケーションのパター

ンは、従来とほとんど変化がないように見える。もち

ろん、すべての日本語教員がいわば「石器時代」に属

しているわけではないが、一般的に日本語教員の IT

リテラシーは高いとはいえないのではないだろう力、

これは、ひとり日本語教員だけでなく、年代による違

いということもできるが、問題は、表面に現れる活動

だけではなく、ITに対する意識や、コミュニケーショ

ンの ドメインとパターンにおいても、教師と学生の間

でギャップが生まれてきていることを示している。

しかし、問題は単に機器の操作や、ソフトの知識に

とどまらない。むしろ問題は、教員が、従来の教育シ

ステムの中でだけ機能する「教師」として振舞うこと

で、慣習化されたシステムに縛られていること、そし

て、教育上の問題を、その中だけでしか解決しようと

しなくなることである。教師が学習者よりも知識のあ

る、あるいは能力のあるものとして振舞うことは、IT

化された現実の中では難しくなっている。情報の検索

や、その禾J用 については、学生の方が長けている場合

もあるのである。例えば、平均的な大学の教員より、

小学校から訓練を受けた学生の方がパワーポイントを

利用したプレゼンそのものの能力は高いかもしれない。

2-2 学習者の問題

2-1で指摘したように、学生たちにとって Webな

いしは IT技術は特別なものではなく、ごく普通の生

活の一部となっているものの、学生がどのようにそれ

らを用いているかをもう少し詳しく見てみると、情報

の消費 (Googleな ど)や、与えられたサービス (ダ

ウンロー ドサービス、Amazonの ような ECサービ
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スなど)には熱心でも、それらを積極的に学習に活用

しているかというと必ずしもそうは言えないことが伺

える。

日本語学習においても、ある程度のリソースがあつ

たとしても、アンケー トの結果からは実際に学習者の

活用しているネットリソースは限られており、辞書な

どもむしろ多くは電子辞書などのスタンドアローンの

デバイスを利用することが多いことが伺える。これは、

学習者自身がWebを用いて日本語を自律的に学習す

ることの難 しさを表 している。つまり、学生はWeb

にリソースがあることを知っていたとしても、それを

どのように利用するか (リ ソースの選択や組み合わせ)

についての知識や、学習の組み立て方やス トラテジー

がわからないためにそれらを有効に利用することがで

きていないのである。

2-3 日本語教育における !T ttl用 とその問題点

日本語教育の分野でも、すでに多くの教育サービス、

ないしは学習支援サービスがインターネットを介して

提供されている。提供されているリソースを学習者の

活用の観点から分類すると以下のようになる。

(1)教育プログラム :「Net Academy日 本語 2」
、

「JP Lang3」 など日本語の学習課程を総合的に

ネット上で行わせるもの。

(2)Web活動支援ツール :「 リーディングチュウ太 4」 、

「POP辞書
5」

、「ひ らがなめがね 6」 のような

Web閲覧やテキス ト読解をサポー トするツーノL
(3)単機能プログラム :特定の分野や技能の養成に

特化したWebプログラム

(4)文化紹介など、 日本語の学習を中心 としない

Webサイ ト

(5)日 本語学習のためのポータルサイ ト:「NIHON

GO eな 7」 のようにネットリソースを紹介した

り、その検索を補助 し、ポータルとして機能す

るもの。

しかしながら、現在まで、大学の日本語教育におい

ては、IT技術の利用形態として、(1)で示されてい

るような、大規模な資金投入によって特定のコースウェ

アを作成し、現存する紙の上での教材や教師による授

業を「置き換える」または「拡大する」という発想で

作られてきたように思われる。つまり、CALLと い

う名称自体が象徴的なように「コンピュータによるL

L」 という発想から離れていないところに問題がある

ように感 じられる。

一方、上述したように、学習者がネットにアクセス

する場合、従来のようにPCを起動することはむしろ

少なくなってきている。iPhoneな どのスマー トフォ

ン、iPad、 Kindleな どのタブレット型端末が普及す

る今後は、さらにこの傾向が強くなることが考えられ

る。PCの利用は、PCでなければならない活動に限

られている。

その理由としては、(1)PCへのアクセスやその起

動、さらにネットリソースヘのアクセスに手間がかか

ること、 (2)学習を PC上で行 うにふさわしい魅力

的なリソースが存在しないこと、の 2点に加え、 (3)

ネットリソースなどの利用法についての検討が十分に

なされていないこと、などが考えられる。

もうひとつ見逃せない問題は、このような新しい技

術への移行は、教育する側の負担を重くしがちだとい

うことである。単に学習素材が変わるだけではなく、

多様なメディアを扱 う技術、次々と変化するWeb上

のリソースヘの対応、なにより機器の操作など、教員

あるいは管理者への負担を増や しかねない要素が IT

技術を利用した教育には多分に含まれている。

3 1T時 代の教育・学習デザイン

3-1 教育デザインの重要性

Garret(2009)は、過去の CALL教育を振 り返

り、 CALLないしは e― Leaningが、 単なる技術論に

陥つていることを批判するとともに、IT化時代の

CALLの 特徴を① tutorial ② authenticity ③

socialの二つに分けて論じている。

これは、CALLと いう枠組みの中での課題である

が、現代における学習自体が、IT技術が一般化する

ことによってどのように変わつていくかを示唆してい

る。つまり、IT時代の教育 。学習デザインが求めら
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れているのである。

Tutorialの 点では、Webを学習の中にどう位置づ

けるかということが課題となる。学習を全部ネットに

置き換えたり、教室の活動をシミュレー トするような

ネットリソースは現実的ではなく、ネットリソースに

はそれにふさわしい形があるべきである。その点で、

いわゆる e‐Learningと してのWebプログラムは、

コースウェアではなく、コースの目的に沿つた特定の

学習活動に関与する単機能型になる。

つまり、画面上や、ダウンロー ドしたリソース、プ

ログラムなどをどのようにカリキュラムの中に組み込

んでいくか。また、学習の成果をどうやつて評価し、

どのようにフィー ドバックしていくかをカリキュラム

作成段階で検討しておくことが重要になる。

Authenticityと いう点では、Webを介することで

可能になつた、より多くの「生の」言語 。文化的リソー

スを、どのように学習に活かすかを検討することが重

要である。このような生の素材は、現在性と現実性の

上で、学習者の動機づけを高めることができるが、二

方で、言語的なコントロールができないことで、学習

者が理解できず、学習に役に立たないことも考えられ

る。ここでは、リソースの取捨選択だけではなく、言

語項目をコン トロールできないWeb上の記事をどの

ようにリソース化するかが問題になる。こういう場合

に、どのような支援ツールが目的に合致しているかを

検討し、最適な組み合わせを学生に提案できるような

ガイダンスのシステムをもつことが必要になる。

Socailと いう点では、学習者同士をどのように共

同させるか、また、教室内にとどまらない学習のネッ

トワーク、ないしはコミュニティをどう構築していく

かがデザインの課題となる。

このように見てくると、現代の教師の役割は、実際

の教室における教育内容の提示者、あるいは実践者と

してだけでなく、教室内外における学習者の学習環境

を整備するという役割も担 うことになる。その環境の

中に、ITと いう新しい要素が力日わることになる。つ

まり、どのような内容を、メディアを通じ、カリキュ

ラムのどの部分に西己置して、どのようなデバイスを学

習者に利用させるか、また、学習者がそれら提供され

たメディアとその内容をどのように使つて学習すれば

よいかを考えるという役割である。

そのためには、物理的な (あ るいはソフトウェア的

な)成果物だけでは不十分である。そのソフトウェア

を学習者と教師がどのように利用するか、また、既存

のネット上のリソースをどのように選択し、組み合わ

せ、学習に結びつけるかについての知識を共有する場

を作り出すと共に、教育の「手間」を効果的に省力化

できるようなアイデアをも共有する場を作り出すこと

も重要になってくる。つまり、IT化によつて仕事を

増やすのではなく、仕事を「変えて」いくことが必要

である。

3-2 1T化で日本語教育は「効率化」するか?

前にも述べたように、教育は、極めて慣習化したシ

ステムである。それを変化させるのは難 しいが、IT

技術のように「モノ」によつて考え方を変えるきつか

けにできるのではないだろう力、 教師の仕事が変わる

ことによつて、教師の視野も広がることが期待できる。

また、リジッドな「教材」から、個人のニーズに合

わせた柔軟なリソースの提供へと変化することも可能

になるだろう。

このような教育・学習の実践を行 うためには、教師

側、学習者側双方ともにネットワークを介することで

教育の効率が上がるようなシステムを考える必要があ

る。アクセスすること自体が負担になるようなシステ

ムでは、導入する意味がないからである。

今後、本学でも留学生の受け入れが増加し、日本語

の授業も同じ内容で複数のクラスが並行して行われる

ような場合が想定される。そのような場合にも、授業

を学習のコミュニティとしてネット上にも構築するこ

とより学生の自律的な学習をサポー トする一方で、個々

の教材の配布や学生の成果物の収集などがWebを通

じて行われたり、学生の学習記録として蓄積されたり

することで、教育の質を落とすことなく学生の増加や

教育プログラムの変更に対応できる柔軟なシステムを

つくり上げることができると考える。
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3-3 0USカ リキュラムにおける IT利用

上記のような現状認識を踏まえ、これからの新しい

教育 。学習のあり方を目指して、現在、OUSカ リキュ

ラムにおいては、日本語カリキュラム (仮称)および

専門日本語カリキュラムを開発 している。Web利用

のモデルケースとして、今年度は初級日本語カリキュ

ラムの教材開発を行つた。

初級日本語カリキュラムにおいては、メインテキス

トと並行して、Web上で配布される音声やワークシー

トなどの副教材に加え、以下のような自律学習用の

Web教材を同時に開発している。

(1)漢字マスタリー教材

(2)カ タカナ語マスタリー教材

これらの教材の内容については本特集の別稿にて紹介

するが、これらはWeb教材として機能することを念

頭に開発を進め、カリキュラムの中に位置づけられル

予定である。このようにOUSク ラスにおける学習、

個人によるWeb学習を組み合わせ、限られた人的リ

ソースと時間を有効に禾J用 して日本語の習得を図るこ

とを目指している。

今後は、スマー トフォンや iPadな どの新 しいデバ

イスに対応して、PCか らだけでなく、利用者にとつ

てアクセスしやすい形態での教材提供を検討 している。

4 日本語教育支援のための プラ ッ トフォー

ム開発

このような、Webを基盤とした IT利用のカリキュ

ラムを有効に機能させるためには、カリキュラムとし

て一貫した運用方針と、個々のコースのシラバスや教

材が変化しても、容易に差し替えが可能な統一された

インタフェースが必要である。そのため、OUSカ リ

キュラムでは、教育・学習デザインをサポー トするた

めの「日本語教育プラットフォーム」を開発すること

を、カリキュラムの一部として当初から検討 してきた。

4-1「 日本語教育支援 ITプラットフォーム」の概要

現在、本センターでは、2006年 より稼動を始めた

「Web履修登録システム」によつて、学習者のレベル

チェックから履修登録、成績管理までをWeb上で行

うシステムを構築 しているが、今回開発する「日本語

教育支援 ITプラットフォーム」は、その機能を受け

継いだ上で、LMS8と しての機能 と、ある種の SNS

としての機能、さらに e― Portfolioの 機能を統合 した

ものとして、最終的には、ヴァーチャルな日本語学習

コ ミュニテ ィを形成す る こ とを 目的 と してい る

(図 1)。

・o‐ポートフォリオ:webを 利用して学生の記録 ″品 華饉など、広範鶴にわたる鷲薇を電,的に取り込んだリ
保糠したりする一路の機含データベース.海外の大学で

`よ

導入が進んている.

図1 日本語教育支援 ITプラットフオームの概要

「日本語教育支援 ITプラットフォーム」は、個々

のネットリソースを指すのではなく、具体的には、

① 教務管理 :学習者のレベル分けから、履修・成績

管理、② 自律学習支援 :学習者の学習自己管理、教

師‐学習者間および学習者同士の協同、③ e‐ portf01io:

学習者の学習成果の集積、④ 教員支援 :授業の管理

と教材の提供、教師間の協同、に⑤ 渡日前の遠隔教

育という大きく分けて 5つの機能を持つたWeb上の

システムを統合したものの総称である。

「日本語教育支援 ITプラットフォーム」は、従来

のシステムが「留学生日本語プログラム」の選択コー

スのみを対象にしていたのとは異なり、本センターの

提供するすべての日本語関連科目をサポー トする。

ここでは、教師も、学習者と同様、ソーシャルネッ

トの参加者として、「授業というコミュニティ」を主

催し、学習者が参加しやすい環境を作る。

プ ラ ッ トフォー ムは個別 の授 業 のための e‐

Learningプ ログラムを提供するというより、すべて

の授業をサポー トするいわば LMSと しての機能も持

つ。このプラットフォームの上に、個々の授業が授業
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ページとして存在し、そこで様々なリソースやプログ

ラムを提供する。

本プラットフォーム開発でもつとも重要な点は、

Webサイ トヘのアクセス時に利用者が感 じる負担を

いかに低くし、実際に利用しやすいものとすることで

ある。システムが使いにくかったり、閲覧しにくいデ

ザインであった場合、教員、学生ともにページを閲覧

したり、編集したりする動機づけが下がつてしまう。

そのためにプラットフォームのうち、この LMS。

SNSの各ページは、参加者の権限にしたがってそれ

ぞれのページを編集する権限を付与 されてお り、

WYSIWYGを 徹底 したエディタにて、HTMLや
FLASHな どの知識なしに編集を行 うことができるよ

うに設計している。そのため、参加者はWebページ

作成の特別な知識や技術を持たなくても、自由に自分

のページを編集することができるようになる。

さらに、自分の好みにあったレイアウトやスキンを

選び、自分専用にカスタマイズする機能を含める予定

である。個々のページのデザインも、無視することの

できない重要な要素であると考えたからである。

4-2 教員の利用

ある授業科目のカリキュラムデザインにおいて IT

利用を考える場合、次のような手順を経ることになる。

(1)教育目標、シラバスデザインを考える。

(2)カ リキュラムの中で、Web上で配信するものと、

従来のリソースを仕分ける。

(3)プラットフォームの中で、すでに作成されてい

るMy Pageに アクセスし、自分のプロフィー

ルを記入する。 この点では、教員も学生と同様

の擬似 sNSの参加者となる。

(4)担当の授業のPageヘアクセスする。担当の授業

ページは、あらかじめ雛形が作成されており、

履修システムから学生のリス トがリアルタイム

で掲載される。ここに授業のシラバスを登録し

たり、テキストファイル、画像、音声、動画な

どをアップロードすることができる。

(5)授業を実施する。授業の過程で学習者からのレ

ポー トなどを収集する場合も、このページを利

用することができる。

(6)授業ページには、ShOw Caseと いう機能があり、

学生の作品やコメン トが教員の選択により掲載

され、授業参加者相互のコミュニケーションを

図ることができる。

(7)授業ページからリンクする成績登録ページに、

学生の成績を登録する。

ここまでは、一見通常の LMSと大きく変わること

はないように見えるが、重要なのは、学生と同様、教

師も参加者として、情報を共有する場が提供されてい

ることである。

SNSにおけるコミュニティのように、授業以外に

も様々な目的のページを作成することができ、授業の

ための情報ページや、ネットリソースを紹介・共有す

るページに自ら情報を提供 したり、その情報を参照し

たり、それに対してコメントすることが可能になる。

4-3 学生の利用

一方、学生の履修の流れから本プラットフォームの

利用を見ると、以下のようになる。

(1)まず、 レベルチェックで自分のレベルをチェッ

クすると、そのまま画面は履修登録に遷移 し、

当該 レベルで提供される日本語授業のリス トが

示される。

(2)そ こで履修ボタンを押 して希望するクラスを選

択すると、履修申請が仮登録され、My Pageに

授業のリス トが掲載される。

(3)こ の My Pageは学習者のポータルとして機能

するように、学習者のプロフィールを選択的に

掲載できるコラムと、希望する場合は自分のブ

ログからのRSSフ ィー ドを登録できるボタンを

設定している。

(4)履修期間終了後に履修が確定すると、選択 した

授業へのリンクが My Pageに現われるとともに、

各授業の説明欄にはRSSで各授業のページから

のお知らせが届くようになる。授業の進行に従つ

て、各自、ダウンロー ド教材や、ネット上の指

示されたプログラムによって、授業内での活動

に加えて自律的に学習を行 う。
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(5)プログラムの成績や、提出した成果物は、授業

担当者に届くとともに、e‐ Portfolioと して、個

人のMy Pageに も登録され、蓄積される。

(6)学期の終わりには、各授業の成績が My Page

から参照できるようになる。

その他、学生のMy Pageには、プラットフォーム

管理者からのお知らせや、Webリ ソース利用のモデ

ルを紹介するコミュニティヘの誘導を図るリンクなど

が随時掲載され、更新される。このように、学生にペー

ジを閲覧してもらうためには、そのページが常に更新

され、「生きて」いることが重要であると考える。

5  おわ りに

以上、現在、本センターにおいて開発中の「日本語

教育支援 ITプラットフォーム」について、その開発

の意図と現段階での進行状況について報告した。予算

の関係などで、プラットフォームのすべての部分が完

成するのは、しばらく先になる可能性もあるが、ここ

で述べた開発の思想にもとづいて着実に開発を続ける

と同時に、実際に教員、学生にこのシステムを活用し

ていただけるように、説明会やチュー トリアルを通じ

て普及を図りたい。

付記

本研究は平成 21年度科学研究費補助金基盤研究(B)

「留学生大量受け入れ時代に向けた大学における新たな

日本語教育スタンダー ドの構築」(課題番号 21320093

研究代表者西口光一)の助成を受けて行つた。

筆者の授業を履修 した学部留学生に対し、毎年

度はじめに行っているIT利用に関する授業前ア

ンケー トの結果。回答数は年度により異なるが、

平均して 50名前後が回答している。CALLを利

用 した授業実践とそのアンケー ト結果について

は、別稿にて報告する予定である。
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